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第8号
平成29年
5月

都賀地域会議だより

　
平
成
２７
年
４
月
に
栃
木
市
地
域
づ
く
り
推
進

条
例
が
施
行
さ
れ
、新
た
な
地
域
自
治
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
２
年
、新
た
な
メ
ン
バ
ー
を

加
え
第
二
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
域
づ
く

り
推
進
条
例
は
、市
民
に
よ
る
身
近
な
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
地
域
自

治
を
推
進
し
、住
み
や
す
く
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
地
域
自
治
制
度
は
、「
こ
の
地
域
に
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
。」と
み
ん
な
が
思
え
る
よ
う
な
元
気
な
地
域

を
作
る
た
め
、住
民
、各
種
団
体
、企
業
、行
政
な

ど
が
、交
流・連
携
し
、「
自
ら
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
」「
自
ら
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」を
共
に
考

え
な
が
ら
、各
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
協

働
で
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。次
の
３
つ
の

組
織
が
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
会
議　

　
各
地
域
の
住
民
代
表
組
織
で
、
市
長
の
付
属

機
関
で
す
。
地
域
内
の
各
種
団
体
か
ら
推
薦
さ

れ
た
方
、
有
識
者
、
公
募
で
選
ば
れ
た
方
を
委

員
と
し
ま
す
。
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、
一

定
枠
の
範
囲
で
市
長
に
予
算
の
使
い
道
を
提
案

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
意
見

集
約
、
調
整
を
行
い
、
地
域
の
意
見
を
市
長
に

届
け
る
と
と
も
に
、
市
長
か
ら
の
意
見
聴
取
に

対
し
て
回
答
し
ま
す
。

　
４
月
２６
日
に
第
一
回
会
議
を
開
催
し
、
会

長
・
副
会
長
、
各
種
委
員
を
選
出
し
た
ほ
か
、

栃
木
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
地
域
計
画

策
定
に
つ
い
て
、意
見
聴
取
に
回
答
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織　

　
住
民
が
自
発
的
に
設
置
す
る
任
意
組
織
で
す
。

地
域
内
の
各
種
団
体
や
住
民
な
ど
が
構
成
員
と

な
り
、地
域
会
議
と
協
力
連
携
し
な
が
ら
地
域
の

課
題
解
決
や
活
性
化
の
た
め
の
実
践
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
都
賀
地
域
で
は
平
成
２９
年
３
月
１３
日
に「
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク『
つ
が
』」が
設
立
し
、４
月

１１
日
に
市
長
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
セン
タ
ー
　

　
「
地
域
会
議
」
の
事
務
局
を
担
当
す
る
と
と

も
に
「
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
」
の
運
営
支
援

な
ど
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。
都
賀
地
域
で
は
都
賀
地
域
づ
く
り
推
進
課

（
都
賀
総
合
支
所
２

階
）が
担
当
し
て
い

ま
す
。

第
二
期
地
域
会
議

　
　
　
　   

　
ス
タ
ー
ト
！

4月10日に正庁で
行われた委嘱状交
付式の様子

4月26日に開催された第1回地域会議
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都
賀
地
域
会
議
委
員
紹
介

　
第
二
期
都
賀
地
域
会
議
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。
任
期
は
２
年
、
平
成
３１
年
３
月
３１
日
ま

で
で
す
。

　

地
域
会
議
の
委
員
は
、
地
域
の
人
口
を
勘
案

し
、
１５
名
〜
１８
名
以
内
で
組
織
し
ま
す
。
都
賀
地

域
会
議
は
１５
名
で
す
。

　
委
員
は
地
域
住
民（
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す

る
個
人
及
び
事
業
所
を
置
く
事
業
者
）で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
か
ら
市
長
が
委
嘱

し
ま
す
。

①
公
共
的
団
体
等
が
推
薦
す
る
者

②
学
識
経
験
を
有
す
る
者
（
住
所
要
件
な
し
）

③
公
募
に
よ
る
者

④
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
所
要
件
な
し
）

委
員
氏
名

〈
役
職
〉

（
選
出
団
体
名
）

委
員
就
任
に

あ
た
っ
て
の

　
ひ
と
こ
と

　
引
き
続
き
委
員
を
仰
せ

つ
か
っ
た
三
室
で
す
。今
ま
で

の
委
員
の
意
見
を
参
考
に
、

山
積
し
て
い
る
諸
問
題
に
皆

様
方
と
取
り
組
み
、今
後
を

見
据
え
た
明
る
く
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

三
室
　
一
男

〈
会
長
〉

（
学
識
経
験
者
）

　
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に

加
速
す
る
中
、
活
気
に
満

ち
た
魅
力
あ
る
都
賀
地
域

づ
く
り
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
つ
が
の
会
員
の
皆
様
と

連
携
を
密
に
し
、
微
力
で

す
が
尽
く
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
田
　
加
代
子

〈
副
会
長
〉

（
学
識
経
験
者
）

　
東
北
道
・
北
関
東
道
２

つ
の
恵
ま
れ
た
高
速
道
IC

付
近
を
活
用
し
、
ま
た
、

小
平
浪
平
生
誕
の
地
を
誇

り
と
し
、
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
た
め

に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。

若
林
　
正
二

（
都
賀
地
域
自
治
会
連
合
会
）

　
超
少
子
高
齢
化
社
会
。人

口
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
な

い
現
状
、課
題
は
山
積
で
す
。

誰
も
が
安
全
安
心
の
中
で

暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、地
域
活
性

化
の
た
め
会
議
に
臨
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

川
津
　
美
知
子

（
都
賀
町
商
工
会
）

　
著
し
い
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、地
域
の
中
で
の
見

守
り
な
ど
の
活
動
を
通
じ

高
齢
者
や
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、都
賀
地
域

の
活
性
化
の
た
め
尽
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

大
塚
　
紀
通

（
都
賀
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

　
女
性
の
社
会
参
加
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。75
歳
く
ら
い
ま
で
元
気

で
活
動
で
き
る
時
代
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
社
会
と
の

接
点
を
持
っ
て
元
気
で
暮
ら

せ
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
塚
　
礼
子

（
都
賀
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
）
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都
賀
地
域
の
活
性
化
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
二
年

間
の
地
域
会
議
委
員
の
経

験
を
活
か
し
、
よ
り
良
い

地
域
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
観
点
か
ら
提

案
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

落
合
　
正

（
栃
木
市
認
定
農
業
者
協
議
会
）

　
二
期
目
を
お
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
都

賀
地
域
を
よ
り
住
み
よ
い

ま
ち
、住
み
続
け
た
い
ま
ち

に
す
る
」と
い
う
課
題
解
決

に
向
け
て
、引
き
続
き
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

飯
嶋
　
か
お
る

（
栃
木
市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
）

　
引
き
続
き
地
域
会
議
に

参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。栃
木
市
北
部
の
都
賀
地

域
の
魅
力
を
引
き
出
し
住

ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
に
な
れ

る
よ
う
、微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
君
子

（
学
識
経
験
者
）

　
都
賀
地
域
の
活
性
化
・

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
委
員
の
皆
さ
ん
と

意
見
を
積
極
的
に
交
換
し

合
い
、
地
域
の
発
展
に
向

け
、
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

田
島
　
富
美
子

（
公
募
）

　
二
年
間
地
域
会
議
に
参

加
し
、都
賀
地
域
の
す
ば
ら

し
さ
と
委
員
の
皆
さ
ま
の

地
域
発
展
への
思
い
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
経
験
を
、ふ
る
さ
と
発
展

へ
の
声
に
し
て
届
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
田
　
和
子

（
公
募
）

　
合
併
八
年
目
、未
だ
に
住

所
を
記
す
る
時
栃
木
市
と

書
く
の
に
躊
躇
を
覚
え
る
。

行
動
範
囲
が
殆
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
か
ら
だ
。や
は
り
基

本
は
都
賀
地
域
。微
力
な
が

ら
に
こ
の
地
の
前
進
に
努
力

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

渡
邉
　
政
德

（
公
募
）

　
発
足
よ
り
二
年
、多
岐
に

亘
り
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。初
め
て
の
経
験
ば
か
り

で
し
た
が
、地
域
の
役
に
立

て
る
様
、子
育
て
世
代
の
代

表
と
し
て
意
見
を
反
映
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
　
文
彦（

P
T
A
連
合
会
都
賀
・
西
方
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
引
き
続
き
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。会
議
に
参
加

し「
こ
れ
程
真
剣
に
地
域
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
人
が
い

る
ん
だ
」と
感
心
し
、私
も

今
ま
で
以
上
に
意
見
し
行

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

辻
原
　
正
信

（
都
賀
地
区
体
育
協
会
）

　
経
験
も
浅
く
未
熟
者
で

す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
郷
土
を
、
よ
り
輝
か
せ

る
力
の
一
滴
に
な
れ
れ
ば

と
、
文
化
面
な
ど
、
協
力

で
き
る
こ
と
は
微
力
で
す

が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

川
上
　
由
佳

（
都
賀
文
化
協
会
）

・
・
・
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地
域
予
算
提
案
制
度
に
つ
い
て

　
地
域
会
議
の
重
要
な
役
割
と
し

て
地
域
予
算
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。

地
域
会
議
に
よ
り
集
約
さ
れ
た
地

域
意
見
を
、市
の
予
算
に
反
映
さ

せ
、効
率
的
に
地
域
課
題
を
解
決
す

る
仕
組
み
が
地
域
予
算
提
案
制
度

で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、平
成
28

年
度
都
賀
地
域
で
は
、つ
が
の
里
活

性
化
事
業（
園
内
看
板
整
備
、植
栽
、

ハ
ス
池
の
ス
イ
レ
ン
の
根
の
除
去
）や

都
賀
子
育
て
支
援
事
業（
学
童
保
育

で
の
モ
ノ
作
り
教
室
、人
形
劇
）な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、昨
年
度
提
案
し
た
つ

が
の
里
活
性
化
事
業
や
子
育
て
支

援
事
業
、高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、来
年
度

実
施
す
る
事
業
を
検
討
し
、９
月
末

に
市
長
に
事
業
計
画
書
を
提
出
し

ま
す
。

　
事
業
計
画
書
案
は
地
域
会
議
だ

よ
り
等
で
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【地域会議の設置単位】
西方
都賀
栃木
中央

栃木
東部

大平岩舟

藤岡

栃木
西部

地
域
会
議
は
市
内
8
地
域
に

　
　
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
会
議
の
情
報
は
栃
木
市
の

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

U
R
L:http://city.tochigi.lg.jp

都賀地域の地域自治制度を推進するしくみ
議会

本庁

議
決

政
策
提
案

市長

意見具申

連絡・調整

委員の選任

意見徴収

回答

参画委員参画

役割
・地域の意見集約、調整
・地域の意見を市へ具申

役割
・地域会議の事務を処理
・住民活動支援

組織、運営
・任期　2年
・定数　15～18名以内

都賀地域会議
（市長の付属機関）

都賀地域まちづくりセンター
（都賀地域づくり推進課）

まちづくりネットワーク『つが』
　　　　（まちづくり実働組織）
役割
・単独の自治会では解決しきれない地域の課題
解決に関する取り組み、地域資源を活かした地
域の活性化に関する取り組み、その他、地域に
有益な取り組みなどを企画、立案し、実施する。

組織、運営
・地域の実情に合わせて、各組織で定める。
（平成29年3月13日設立、4月11日市長認定)

連携
情報共有

住民の利便性の維持向上のための身近
な住民サービスの提供機能を持つ機関
を適宜設置

都賀地域住民

連
携

連
携

庶
務

各種団体、NPO 含む

・自治会　・経済団体　・福祉団体
・教育団体　・各種まちづくり団体
・企業　等身近な行政サービス

住民活動支援

支援


